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問
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時

英
同
炭
坑
閥
有
問
題

弟
二
十
三
巻

(
第
三
線

ハ

C
)

四

-o

J市

暗

論

英

図

炭

坑

闘

有

問

題

河

嗣

:m~ 

田

炭
坑
固
有
問
題
の
二
大
部
門

英
闘

ω炭
坑
業
に
閲
す
る
問
題
は
随
分
難
解
な
問
題
で
め
る
が
、
そ

ω根
本
的
解
決
策
は
結
局
決
坑
の
闘
有
を

質
行
す
る
外
に
存
し
な
い
ご
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
の
事
は
義
に
一
九
一
九
年
に
設
り
ら
れ
た
る
訓
査
委
員
曾
の
成

案
ご
し

τ一
市
さ
れ
・
所
調
す
Y

キ

1
血
是
正
し

τ世
に
底
く
知
ら
れ
に
る
一
所
で
あ
る
。
又
昨
年
設
げ
ら
れ
た
る
王
命

委
員
曾
に
於
て
も
亦
此
姑
に
闘
し

τ訓
賓
が
遂
げ
ら
れ
、
そ
の
報
告
書
も
阪
に
公
に
さ
れ
て
あ
る
究
第
で
・

そ
じン}

委
員
曾
に
は
労
働
者
組
合
の
岡
修
案
も
提
出
せ
ら
れ

τ、
賀
行
方
策
正
之
に
仲
ム
組
織
ま
で
も
案
ご
し
て
一
本
苫
れ

τ居
る
o

郎
も
今
や
炭
坑
闘
有
の
問
題
は
英
国
に
在
つ
て
は
躍
に
議
論
の
上
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
、
実
行
上

の
計
査
正
し
て
共
鵠
的
に
講
究
せ
ら
る
、
所
ご
な
っ

τ居
る
の
で
ゐ
品
。



然
る
に
炭
坑
闘
有

ιν
ふ
楳
訴
の
中
に
は
二
つ
の
重
要
な
る
部
門
が
合
ま
れ

τ居
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
之

を
分
も
放
へ
て
み
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
即
ち
一
は
山
訳
出
削
そ

ωも
の
、
所
有
に
閲
す
る
方
面
で
ゐ
つ

τ、
他
は
そ
の

採
抑
制
業
印
ち
探
求

ω業
務
経
営
に
閲
す
る
L
H
而
t
め
る
。
こ
の
同
者
は
共
に
困
有
主
義
の
下
に
、
炭
山
間
も
岡
家
の

所
有
に
移
さ
る
、
さ
岡
崎
に
、
採
掘
の
業
務
も
亦
附
僻
事
業
ご
し

τ経
相
官
せ
ら
れ
る
こ
正
も
出
来
る

l
、
又
一
方

ど
け
の
同
有
主
義
を
賀
行
す
る
-
』
ど
も
山
来
る
o

レ
ム
迄
も
な
〈
炭
俄

ω所
有
ゆ
み
を
国
家
の
有
に
移
し
、
そ
の

採
叫
耐
の
業
務
は
之
を
私
倍
又
は
閥
替
ご
程
修
正
の
混
合
に

L
て
佐
(
こ
ご
も
山
市
ゆ
る
の
で
ゐ
る
。
前
叉
そ
の
以
外

に
採
制
き
れ
た
る
石
炭
の
配
給
に
閲
す
る
問
題
も
併
せ
致
究
せ
色
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
北
(
の
改
善
策
も
凶
有
主
義

に
則
つ

τ行
は
れ
得
べ
き
で
ゐ
る
。

一
九
一
九
年
の
調
査
委
員
曾
仁
於

τは
、
表
磁
の
所
有
正
石
炭
の
配
給
ご
に
闘
し
て
は
成
案
が
待
ら
れ
た
が
、

採
炭
業
務
ゆ
経
腕
百
を
如
何
に

L
τ
日
公
共
的
の
も
の
Z
す
る
か
に
つ
い
て
は
倫
ほ
問
題
が
残
さ
れ
て
唐
た
の
で
あ

る
o

然
る
に
一
九
二
五
年
の
訓
査
委
員
曾
に
於
て
は
、
克
に
改
め
て
炭
破
の
所
有
吉
、
採
鼎
飾
業
務
ご
に
闘
す
る
調

査
が
行
は
れ
、
石
炭
配
給
の
問
題
も
調
査
ゼ
ら
れ
て
、
委
員
耐
闘
の
意
鬼
は
報
告
書
に
於
て
明
隙
仁
示
Z
れ
る
こ
ご

、
な
っ
た
。

以
下
な
は
英
闘
炭
坑
岡
有
問
題

ω
骨
子
を
潟
す
所

ω
採
決
の
業
務
正
反
碗

ω所
有
正
に
閲
す
る
こ
大
方
面
に
つ

い

τ、
一
九
二
五
年
の
王
命
委
員
食
の
調
査
正
提
案
ピ
を
窺
つ

τ見
て
、
常
該
問
題
研
究
の
資
料
に
供

L
た
い
ご

n~ 

英
岡
山
A
坑
同
布
川
町
醐

部
二
十
三
巷

Ui 
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自在

英
悶
炭
坑
岡
市
同
組

第
二
十
三
谷

(
第
三
杭

凹

/、

) 

言市

思
ふ
o

ー
ー

一
九
二
五
年
の
王
命
調
沓
一
委
員
曾

石
田
抹
楽
に
闘
す
る
一
九
二
五
年
の
主
命
委
員
曾
は
、
叶
}
戸
内
問
。
三
日
の
O
B
自由回目。ロ

O
D
Fゅ
の
。
t
H
E
E門守
(
H
m
w

'" ~ 
) 

一
九
二
五
年
九
月
五
日

ω詔
書
に
依
て
任
命
組
織
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
り

ご
い
は
れ
る
も
の
で
あ
っ

τ、

て
、
印
可
同
町
叶
t
o
Z
F
o己
凶
目
白
日
目

7
g委
員
長
ご

L
m
E
とめ
E
E
Z
E
3
0
M
M
n
o
E
印
号
当
日
E自
国

g
q
出
向
a

Z
E向
。
正
問

g
z
p
H
h
o
氏
ご
を
以
て
委
員
正
し
た
。
そ
の
使
命
は
英
樹
の
石
決
業
の
経
務
的
地
位
t
之
に
閥

係
ゐ
る
諸
一
胡
怖
ご
に
つ
い
u

て
資
問
を
震
し
叉
報
告
を
錦

L
、
一
見
に
之
が
改
善
に
闘
す
る
献
策
を
翁
す
こ
ど
じ
在
つ

1z 
o 

委
員
品
聞
は
成
立
以
来
調
査
の
縛
め
に
公
の
曾
合
を
閲
〈
ニ
イ
」
三
十
三
回
、
其
問
主
(
滋

ω専
門
家
や
経
験
家
を
召

致
し
て
査
問
を
試
む
る
こ
己
七
十
六
人
に
及
び
、
曾
合
の
折
に
は
大
英
岡
鉱
業
者
組
合
目
凶
作
リ
E
E口
問
〉
話
。
口
早

吉
国
え
の

z
t
回
目
訂
山
口
ご
大
英
凶
鱗
夫
聯
合
曾
叶

-MOFロ
gv
〉
由
。
。
一
塁
o
p
え
の
E
E
回
EEHHH
ご

ω双
方
の
代

表
者
の
山
町
加
を
も
求
め

τ、
所
諸
勢
資
双
方
に
捗
っ
て
十
分
そ
の
言
分
を
も
き
、
、
所
見
を
も
叩
い
た
の
で
ゐ

る
O

そ
し

τ鉄
夫
聯
合
曾
が
そ
の
業
務
上
欠
陥
あ
り
さ

Lτ
指
摘
せ
る
四
十
二
の
炭
坑
仁
就
い
て
は
鉱
業
舵
督
官

を

ιて
特
に
腕
察
調
査
せ
し
む
る
所
あ
り
、

そ
の
親
察
の
制
御
度
炭
坑
業
者
正
炭
坑
夫
ピ

ω双
方
の
代
表
者
を
同
伴



せ
し
め
た
o

叉
委
員
曾
そ
れ
自
身
の
貫
地
調
査
せ
る
裁
坑
も
二
十
五
に
及
び
英
中
の
数
者
に
於
て
は
坑
内
観
察
を

も
跡
地
げ
た
の
で
あ
る
。

そ
L
τ
委
員
曾
は
、

一
九
二
六
年
四
月
三
十
日
限
h
政
府
か
ら
勢
賃
補
給
£
し
て
支
出
す
る
所
の
も
の
、
期
限

も
切
れ
る
答
で
あ
b
、
そ
れ
ま
で
に
差
世
田
つ
て
の
問
題
の
解
決
，
鎚
ご

Lτ
具
鱒
案
を
見
る
必
要
も
ゐ
っ
た
の
で
、

大
い
に
嗣
査
一
士
急
ピ
コ
旬
、

一
九
二
六
年
三
月
六
日
附
を
以
て
制
士
官
報
告
古
を
議
曾
仁
提
出

L
、
王
命
に
答
ふ
る
ま
で

に
袖
き
つ
け
市
り
で
あ
る
。
そ
の
一
報
告
吉
は
中
車
部
分
ご
附
録
子
宮
以
て
成
立
つ
の
で
あ
る
が
、
ん
ー
な
は
主
M
r
報

告
書
に
総
h
J
、
上
に
示
し
た
問
題
山
二
大
部
門
に
つ
い
て
、
致
究

Lτ
み
た
い
ピ
忠
ふ

ωで
あ
る
o

幽
有
に
闘
す

る
号
の
一
一
大
郎
門
は
報
告
音
第
一
冊
小
銃
二
編
第
四
章
Z
第
五
章
ご
に
於

τ取
扱
は
れ
て
居
る
ロ
ぞ
れ
に
第
四
綿

結
論
的

J

第
二
十
一
宇
ピ
錦
ニ
十
二
章
ご
を
併
せ
見
る
を
要
す
る
o

坑
犬
組
合
聯
合
曾
の
闘
有
提
案

大
英
幽
鉱
夫
組
合
聯
合
曾
は
英
幽
の
石
山
訳
業
を
改
善
せ
ん
が
渇
め
に
は
、
決
坑
を
凶
有
ご
[
採
決

ω戸
業
務
は
図

家
的
市
申
業
ご
し

τ絞
笹
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
ピ
の
主
張
を
有
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
聯
合
舎
は
王
命
委
員
曾

仁
向
っ
て
そ
の
岡
引
策
に
闘
す
る
組
閣
官
合
提
出
す
る
所
が
あ
っ
た
。
郎
も
坑
大
組
合
は
採
決
業
そ
の
も
の
、
一
凶
一
本

的
経
径
を
必
要
ご
み
て
之
合
主
張
す
る
も
の
で
、
異
の
同
問
答
論

ω主
張
者
で
あ
ち
要
求
者
で
ゐ
る
。

民生

諭

英
剛
山
札
抗
同
宿
問
題

第
二
十
二
一
巷

主再

説

，、
= 
) 

四
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同年

(
第
三
都

九
四
)

d品

英
附
炭
坑
同
有
川
川
姐

第
二
十
三
巻

回

I!!I 

鎖
夫
間
柵
台
曾
が
岡
柑
皆
目
を
主
張
す
る
に
は
色
な
理
由
が
あ
る
が
、
そ
の
要
鮎
己
し

τ委
員
品
目
報
告
書
の
示
す
所
は

大
山
保
左

ω
通
0
で
ゐ
る
o

英
闘
石
炭
来

ω
現
状
は
彩
し
き
欠
陥
士
有
す
る
も
り
で
ゐ
っ
て
.
共
の
欠
陥
は
貨
に
岡
家
的
利
持
悼
の
斜
め
に
布

害
な
る
も
の
で
あ
る
o

同
附
に
そ
れ
は
特
に
従
業
労
働
者
い
取
っ

τ最
も
有
筈
で
あ
っ
て
、
賃
金
正
労
働
時
間

ご
.
安
全
己
惚
快
ご
挺
仙
の
規
則
正
し
き
ど
に
闘
し
て
先
入
主
的
な
偏
見
に
伴
ム
色
々
な
弊
害
を
典
へ
て
居
る
。

従
て
改
造
は
是
非
必
要
な
火
第
で
あ
る
が
、
揃
足
な
る
政
治
を
行
は
ん
殺
に
は
、
従
業
労
働
者
的
代
表
者
に
業
務

一
般
に
劃
す
る
管
理
上
ご
継
続
上
の
細
部
正
に
捗
っ
て
成
大
な
る
参
加
備
を
輿
へ
る
守

'
Z
が
必
要
で
あ
る
o

然
る

に
此
の
改
浩
正
会
加
ピ
は
、
決
坑
が
な
人
の
子
に
存

L
、
そ
の
人
々
は
た
uv

躍
に
表
〈
は
主
ご
し
て
利
潤
を
悲
げ

る
こ
ご
を
日
的
ご
し
て
行
動
し
て
居
る
限
、
り
は
、
到
底
よ
く
行
は
れ
得
る
も
の
で
な
い
o
-た
か
ら
炭
坑
は
岡
有
に

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

之
が
坑
夫
側
の
主
娠
の
根
憾
で
め
る
が
、
併
し
此
の
以
前
に
舶
は
不
一
言

ω中
に
次
の
や
う
な
考
も
合
ま
れ
て
居

る
の
に
£
特
告
書
は
報
じ
て
居
る
。
郎
h
蹴
物
の
や
う
な
純
粋
な
自
然
的
生
誕
物
に
闘
し

t
仰
人
に
年
々
日
莫
大
な

金
額
の
支
捕
は
れ
る
ご
い
ふ
こ
ど
が
脚
も
原
川
崎
的
に
決
っ
て
居
る
。
関
心
伺
制
を
賀
行
す
れ
ば
炭
坑
ご
炭
械
正
に
闘

す
る
私
付
制
は
厳
止
せ
ら
れ
い
る
ご
い
ふ
ニ

Z
之
で
む
品
。

ε1τ
或
者
は
此
の
金
で
以
て
労
働
者
の
境
遇
改
善

ω

震
め
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
基
金
が
諮
ら
れ
得
る
も
の
ご
も
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
自
然
物

ω私
有
制
そ
の
も

ibid. pp. 63--65 3) 



の
を
非
理
な
h
t
す
る
考
は
、
土
地
所
有
制
に
闘
し

τは士口
t
か
ら
枇
曾
主
義
者
の
閥
に
存
し
、
現
在
で
は
券
働

者
共
仙
の
人
々
の
聞
に
も
底
き
に
沙
っ
て
潜
在

L
て
居
る
考
で
あ
る
が
、
石
族
共
他

ω鋳
物
に
つ
い
v

て
も
此
考
の

存
す
る
ゐ
る
は
否
認
し
難
い
所
で
、
委
員
舎
は
坑
夫
聯
合
曾

ω炭
坑
闘
有
論
の
根
祇
に
も
此
考
ゐ
り
ご
脱
ん
げ
い
の

で
あ
る
。

向
叉
委
員
品
目
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
崎
労
働
者
中
多
〈
の
者
は
、
岡
有
制
の
質
現
事
れ
た
る
暁
に
は
、
炭
坑
勢
働
者

の
賃
金
は
安
定
し
共
の
就
職
も
規
則
正
L
〈
な
っ
て
来
る
こ
己
、
恰
も
郵
似
事
務
に
従
事
し
て
居
る
も
の
に
於
け

る
が
如
〈
な
る
べ

L
E
漁
期
L
τ
居
る
ゃ
う
で
あ
る
。

真
に
又
凶
有
制
を
主
張
す
る
者
の
中
に
は
、
炭
坑
凶
有
の
み
を
孤
立
し
党
問
題
ご
し
て
取
扱
は
す
、
産
業
一
般

が
枇
曾
会
館
の
利
益
の
縛
め
に
岡
管
に
移
さ
る
べ
き
も
の
な
・
り
吉
見
る
全
般
的
な
改
革
の
一
部
分
ご
し
て
炭
坑
闘

有
も
賀
行
せ
ら
る
べ
き
も
り
也
正
見
て
居
る
者
が
め
る
o

郎
も
枇
曾
主
義
的
見
地
か
ら
産
業
一
般
の
岡
管
を
主
張

す
る
立
場
に
在
る
者
は
、
た
い
衆
坑
を
の
み
切
放
し
て
考
ふ
る
こ
己
な
(
、
産
業
一
般
に
捗
る
改
革
策
子
L
て一批

曾
的
↓
公
営
を
主
張
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
秘

ω考
の
持
主
が
坑
夫
組
合
の
中
仁
一
も
少
か
ら
宇
存
在
L
、
其
の
主
張

の
反
影
が
聯
合
曾
の
主
張
を
過
し
て
見
ら
れ
る
所
あ
る
ζ

ど
も
、
容
易
に
想
像
し
得
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

兎
に
角
此
等
の
理
由
か
ら
し
て
、
坑
夫
組
合
聯
人
ロ
曾
は
裁
坑
闘
有
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
其
の
賞

際
上
の
管
理
は
如
何
な
る
組
織
を
以
て
行
は
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
か
o
崎
労
働
組
合
総
曾
議
の
一
般
協
議
曾
、
帥
労
働

"f 

第
二
十
三
笹

(
弟
三
舗

四

E 

プミ
E 
) 

言面

英
闘
決
坑
同
有
問
題
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時

第
ニ
十
三
春

(
第
三
貌

岡

山ノ、

英
闘
刷
抵
抗
闘
有
問
題

先
立
T
W脅

黛
の
執
行
委
員
曾
、
議
曾
拙
労
働
黛
の
執
行
委
員
曾
を
代
表
せ
る
共
同
委
員
舎
の
決
議
に
よ
っ
て
定
ま
れ
る
案
芭

L

繭

て
王
命
委
員
曾
に
提
出
さ
れ
た
る
計
査
は
大
様
左
の
如
き
も
の
で
あ
り
わ
い
。

其
案
に
よ
れ
ば
先
づ
第
一
に
破
物
E
採
炭
所
E
コ
l
p
λ

正
其
他
の
副
産
物
製
撞
ピ
の
図
有
を
行
ひ
、
然
る
上

仁

τ闘
有
主
義
を
ば
誕
に
動
力
の
俊
生
Z
石
炭
の
利
用
正
に
閲
係
ゐ
る
産
業
に
H
A
ぼ
す
こ
芭
を
考
慮
す
べ
き
も
の

正
せ
ら
れ
た
o

そ
し

τ商
務
大
院
の
蜂
督
の
下
に
一
の
動
力
及
漣
搬
委
員
曾
M
V
O

可
耳
目
仏
叶
呂
田
叩

0
1
n
c
E
E
E
R

を
組
織
す
4

き
も
の
ピ
し
、
此
委
員
曾
は
石
炭
、
電
気
、
克
期
、
運
搬
商
業
上
の
諸
問
題
曲
労
働
問
題
等
仁
闘
す
る

専
門
的
智
誠
を
代
表
す
る
六
人
の
常
任
委
員
正
委
員
長
己
を
以
て
組
成
す
べ
き
も
の
正
し
た
。
そ
の
権
限
は
、
動

カ
E
A
運
搬
の
考
及
仁
闘
す
る
問
題
b
z
議
内
九
し
、

そ
の
事
業
に
闘
す
る
僚
件
を
定
め
、
動
力
俊
生
ご
石
茨
副
産
物
正

其
他
之
に
類
す
る
問
題
に
闘
し
て
割
引
附
学
的
研
究
を
翁
し
、
研
究
の
結
果
を
ば
商
的
に
質
地
に
適
用
す
る
取
討
を
活

す
、
』
ピ
等
仁
在
る
も
の

2

ど
す
る
。

此
の
委
員
曾
の
外
に
石
炭
及
動
力
生
産
会
幽
協
議
曾

Z
住
吉
弘
(
リ
o
t
宮
内
田
町

0
3同
]
川
町
色

z
n
H
F
0
2
P
E
E
-
-
e
設

け
、
各
自
の
副
館
よ
ち
選
ば
れ
た
る
六
人
の
執
行
委
員
E
、
同
慨
に
叉
選
出
さ
れ
た
る
六
人
の
石
炭
u
A
副
産
物
労

働
者
三
剛
の
動
カ
H
A
運
搬
委
員
曾
り
代
表
者
二
名
ど
に
よ
り
之
を
組
織
L
、
鎖
務
大
臣
の
指
州
陥
倍
の
下
に
置

き
、
此
に
は
専
門
家
的
な
役
員
が
附
い
て
居

τ顧
問
の
任
に
蛍
る
二
ピ
に
す
る
o

そ
し
て
此
の
機
闘
は
石
炭
業
的

質
際
的
措
地
針
に
閲
す
る
賞
離
を
持
つ
べ
き
地
位
に
居
る
も
の
E
す
る
。
此

ω協
議
曾

ω下
に
地
方
的
協
議
曾
可
円
o
a

The Excutive Committee of the Labour Party 
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-
R
E
C
E日
日
を
置
き
、
石
決

A
動
力
生
産
協
議
曾
の
任
命
せ
る
議
長
及
副
議
長
ご
筋
肉
及
手
工
勢
働
者
の
代

表
者
六
名
正
、
技
術
H
A
事
務
労
働
者

ω代
表
者
六
名
正
顧
問
役
員
4
を
以
て
之
を
組
織
す
る
の
で
ゐ
る
。
そ

L
て

備
は
各
誌
坑
に
は
坑
悩
姿
負
曾

吋

E
n
o
E
E
R百
台
置
き
支
配
人
正
副
支
配
人
手
商
務
支
配
人
正
常
該
坑
悩
従

業
労
働
者

ω越
山
せ
る
代
表
者
二
名
ご
を
以
て
之
を
組
成
す
る

ωで
あ
る
。

斯
〈
の
如
〈
に

L
て
産
業
そ
れ
自
身
に
闘
す
る
要
務
十
一
蕗
理
す
べ
き
夫
々
的
機
闘
を
設
〈
る
以
外
に
倫
ほ
消
費

者
協
議
長
の
S
2
5
0
2
-
P
E
E
-
を
位
〈
べ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
之
は
石
炭
を
使
加
す
る
産
業
仁
嵐
可
る
使
用

者
ピ
労
働
者
ピ
代
表
者
に
依
て
諮
ら
れ
、
地
方
官
憲
、
産
業
組
合
及
輪
山
貿
易
に
闘
す
る
事
項
を
司
る
潟
め
仁
設

り
ら
る
べ
き
胤
慨
に
も
亦
此
の
協
議
舎
に
於
て
代
表
せ

ιる
ぺ
き
も
の

t
L、
鍍
務
大
山
の
指
抑
雌
督
の
下
に
置

か
れ
る
、
此
の
機
関
は
伺
紙
、
運
貨
及
運
搬
方
法
、
及
び
配
給
方
法
に
閲
す
る
問
題
を
考
慮
す
る
を
以
て
任
ざ
す
る

も
の
で
ゐ
る
o

そ
し
工
そ
れ
は
坑
夫
の
賃
金
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
重
要
な
る
役
目
を
震
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

総
ぺ
て
斯
く
の
如
一
き
組
川
酬
の
下
に
国
有
は
遂
行
さ
る
べ
き
も
の
ご

L
・
現
在
的
採
決
所

ω所
有
者

ω利
盆
は
、

共
の
財
産

ω現
在
に
於
け
る
府
民
際
的
な
現
金
債
格
を
以
て
買
上
げ
ら
る
べ
き
も
の
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
L
て
比
一
筋
に

政
府
は
公
偵
を
品
目
行

L
右
代
倒
的
針
等
級
は
そ
的
国
偵
諸
島
付
を
以
て
支
挑
ム
ニ
正
に
せ
ん
ご
す
る
的
で
あ
る

ο
z、

L
t
品
川
は
石
裁
所
在
地
の
地
面
の
所
有
者
が
石
炭
掠
許
可
金
正

L
τ
受
収
っ
て
居
る
所
の
も
の
(
円
。
吉
区
内
ω)

に
劃

す
る
賠
償
を
行
ふ
べ
き
や
否
ゃ
に
つ
い

τは
、
妙
働
組
合
側
の
委
員
曾
の
意
見
一
致
せ
守
、

た
い
γ

聯
合
曾

E
れ
白

匹』

(
郁
三
腕

英
闘
炭
坑
圃
有
問
題

ハ
七
)

四

七

歯

第
二
十
三
轡
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II~-

英
岡
山
配
坑
固
有
問
姐

凹

J、

(
第
三
観

論

第
二
十
三
巻

ハ

A
)

身
は
賠
償
に
反
封
で
の
つ
花
。

四

王
命
委
員
曾
の
反
劃
一
志
見

此
の
坑
夫
組
合
聯
令
品
目
の
提
申
告
に
謝
し
て
王
命
委
員
曾
は
何
己
考
へ
た
か
。
報
告
書
は
先
づ
石
炭
業
の
甚
だ
被

雑
な
る
業
務
た
る
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
。
削
も
石
炭
業
は
従
来
は
た
ur
叩
抑
制
業
で
ゐ
っ
た
け
れ
ど
も
、
之
か
ら
は

石
炭
利
用
業
正
な
る
傾
向
に
在
る
ご
い
は
ね
ば
な
ら
心
ほ
ど
、
そ
れ
は
他
の
多
〈
の
産
業
t
密
接
な
閥
係
を
有
L

北
(
等
が
瓦
仁
助
け
合
つ

τ
一
ω大
き
な
産
業
を
形
也
っ
て
居
る
o

恐
ら
〈
農
業
以
外
に
は
こ
ん
な
複
雑
な
産
業
は

無
U
Y

で
ゐ
ら
う
。
従

τ
こ
れ
を
孤
立
し

τ取
扱
L
こ
正
は
出
来
雑
(
、
電
気
正
、
無
煙
燃
料
吉
、
克
斯
ピ
、
油
正
、

化
苧
製
品
正
一
絡
鉱
燐
正
に
跨
っ
た
一
の
複
雑
な
組
織
健

ω
一
部
分
ご
し
て
の
み
取
扱
は
れ
得
ぺ
き
性
質
の
も
の
で

あ
る
0

3
て
此
の
後
雑
な
性
質
か
ら
之
を
見
れ
ば
、
石
炭
業
な
る
も
の
は
閥
家
が
之
を
経
倍
す
る
仁
は
特
別
仁
不

過
賞
な
も
の
ピ
見
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

之
を
一
定

ω著
し
き
程
度
に
於

τ標
準
化
す
る
こ
ご
が
不
可
能
で
あ
る
o

石
炭
業
は
他
の
何
れ

ω
生
産
業
よ
h
も
査
一
的
で
な
〈
、
配
給
及
運
搬
業
よ
・
り
も
査
一
的
で
な
〈
、
電
気
の
品
開
生

及
供
給
よ
'
り
も
金
一
的
で
な
い
。
そ
の
成
績
は
不
確
貨
で
貨
に
投
機
的
一
℃
ゐ
る
。
経
験
を
重
ん
じ
危
険
を
胃
す
提

悟
な
〈
て
は
行
ひ
難
い
業
務
で
あ
る
。

か
る
が
故
仁
王
命
委
員
命
日
は
私
的
企
業
の
磁
化
に
宮
め
る
こ
ど
、
自
由
な
る
こ

ε
、
は
、
此
の
特
殊
な
る
産
業

ibid， pp. 66-73参同5) 



を
進
歩
後
逮
せ
し
む
る
に
は
、
同
倍
4
、
り
も
通
し

t
居
る
も
の
芭
鬼
る
。

そ
し
て
石
決
業
は
上
に
越
ペ
る
や
う
に
多
〈
の
他
の
産
業
正
白
密
接
な
閥
係
を
有
す
る
だ
け
、
今
石
炭
業
を
岡
替

に
移
す
こ
ぜ
に
な
れ
ば
.

ぞ
れ
が
翁
に
他

ω之
己
密
接
に
漣
蝶
せ
る
産
業
は
会
館
ご
し
て
の
統
一
を
奈
さ
れ
、
甚

L
き
混
乱
を
戚
守

F
る
を
得
ぎ
る
次
第
で
、
之
が
錦
に
傷
り
ら
毛
、
所
甚

r大
な
ら

F
る
を
得
古
る
ぺ
吉
晴
古
干
ゐ

る。
次
に
同
替
制
仁
一
伴
ふ
第
二
の
呼
出
明
は
、

そ

ω提
案
中
に
一
不
吉
れ
た
る
、

一
方
そ
の
財
政
計
盗
己
他
方
そ
の
縄
鶴

ご
の
聞
に
存
す
る
関
係
か
ら
生
れ
て
本
ゆ
る
o

仰
も
岩
し
炭
坑
が
買
牧
せ
ら
れ
、
之
に
附
嵐
せ
る
設
備
も
併
せ
町
民
上

げ
ら
れ
、
採
蝋
許
可
織
に
は
賠
償
が
繍
は
れ
、
織
道
専
用
品
品
車
も
買
取
ら
れ
、
差
嘗
う
て
の
改
良
に
要
す
る
費
用

も
備
へ
ら
れ
る
こ
ど
に
な
る
色
の

Z
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
三
億
五
千
高
磁
を
下
ら
さ
る
資
金
を
要
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
此
的
資
金
の
柏
崎
に
は
国
債
が
畿
行
さ
れ
る
己
レ
ふ
計
査

rが
、
そ
の
利
子
を
支
掛
ひ
、
備
は
減
倒
償
却
基
金

を
遁
h
、
そ
し
E
業
務
が
自
給
的
に
牧
支
償
っ
て
行
は
れ
、
刷
出
陣
か
ら
は
何
等

ω補
助
を
受
り
な
い
で
行
〈
こ
吉

は
中
々
容
易
の
業
で
ゐ
る
ま
い
o

抑
も
剛
笹
川
帯
業
を
行
ふ
に
つ
い
て
は
、
そ

ω財
務
正
経
営
ピ
の
聞
係
は
之
を
三
様
の
道
筋
に
於
て
す
る
外
は
な

L、。

一
は
岡
田
家
が
直
接
に
経
笹
管
理
を
行
ひ
、
財
務
Z
経
修
正
を
一
手
に
粂
ね
行
ム
進
で
め
る
。
然
{
此
道
に
艶

し
て
は
そ
れ
で
は
全
然
官
僚
的
に
な
っ
て
、
従
業
者
の
代
表
者
が
献
管
上
に
奉
加
す
る
道
は
塞
が
れ
て
し
ま
う
ご

時

論

英
間
決
坑
同
有
問
題

第
二
十
三
容
、
(
品
三
腕

九
九
)

~g 

j， 

除，.



崎町

時

論

英
闘
炭
品
圃
有
川
燭

第
二
十
三
巻

第

揖

七
O
)

四

O 

い
ふ
非
難
が
出
て
来
5
る
を
得
な
い
だ
ら
う
。
然
ら
ば
第
二
の
道
は
従
業
者
の
自
治
的
管
理
に
委
か
す
ニ

t
r

が
、
そ
の
道
を
以
工
仁
て
は
資
本
を
H
Y

」
こ
か
ら
調
達
す
る
か
、

ご
て
も
岡
山
水
か
ら
の
財
務
的
援
助
が
無
〈
て
は
経

俸
の
遂
行
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
今
坑
夫
聯
A
W
曾
の
提
案
は
こ
の
雨
者

ω長
所
を
取
り
短
所
を
互
に
捕
は

し
め
る
も
の
に
ご
い
は
れ
る
。
郎
も
案
の
如
(
す
れ
ば
一
方
財
務
は
国
家
が
自
己

ω
信
用
に
依
て
引
受
け
、
他
方

従
業
者
仁
は
自
治
的
縦
俸
を
錦
き
し
め
、
然
か
も
同
時
仁
一
般
消
技
者
の
利
錨
も
鳳
み
ら
れ
る
の

rか
ら
、
掬
に

一
奉
耐
得
た
ら
、
さ
る
を
得
な
い
正
い
は
れ
る
o

之
に
卦
L
て
王
命
委
員
曾
は
、
案
の
目
的
ピ
す
る
所
は
泊
に
結
構
に
が
、
吾
々
の
似
る
所
で
は
そ
れ
は
ご
て
も

資
現
さ
れ
き
う
に
な
い
。
渠
に
よ
れ
ば
、
財
務
ご
締
鋒
ご
の
最
高
管
理
は
動
力
及
蓮
蛾
委
員
曾
に
依
っ
て
潟
苫
れ

ね
ば
な
ら
自
が
、

そ
の
委
艮
曾
に
於

τは、

一
面
に
は
財
務
を
他
全
に

L
岡
庫
に
負
携
を
及
ぼ
苫
な
い
や
う
に
し

な
げ
れ
ば
な
ら
同
こ
ご
が
主
張
せ
ら
れ
る
仁
、
同
時
に
他
方
に
は
俳
業
者

ω埼
渇
及
般
践
を
改
善
せ
ね
ば
な
ら
叫

要
求
が
主
張
ち
れ
、
此
り
雨
者

ω調
和
を
周
り
、
雨
者
に
共
に
満
足
を
奥
へ
る
こ
古
は
委
員
品
目

ωカ
を
以
て
し
て

は
到
底
飽
は
泊
所
で
あ
る
。
そ
れ
仁
術
ほ
集
り
示
す
所
に
よ
b
鉱
務
大
山
の
地
位
己
任
務
官
に
つ
い
て
見
れ
ば
愈

-
大
な
る
矛
盾
仁
出
曾
す
る
o
案
に
よ
れ
ば
銑
務
大
凶
は
一
方
に
は
生
産
者
側
め
石
炭
及
動
力
生
産
協
議
曾
を
指

導
す
?
草
地
位
に
在
る
ご
同
時
に
他
方
に
は
消
費
者

ω利
盆
を
顧
慮
す
べ
き
消
投
者
協
議
舎
の
指
抑
監
督
を
錯
す

べ
き
地
位
に
在
る

Q

郎
も
一
身
一
7
協
議
曾
の
曾
長
た
る
わ
り
で
ゐ
る
が
、
今
議
品
目
に
於
て
石
炭
業
の
絞
傍
振
が
非



難
色
れ
大
臣
の
責
任
を
間
一
は
れ
、
そ
の
経
倭
セ
縫
一
具
す
日
、
〈
要
求
さ
れ
た
る
時
、
彼
は
双
方
の
協
議
曾
に
調
し

τ

如
何
な
る
カ
セ
振
。
得
る
か
。
協
議
品
目
は
共
に
彼

ω任
命
し
た
も
の
で
は
な
〈
猫
立
的
趨
奉
健
か
ら
選
出
し
た
者

で
組
織
さ
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
彼
は
之
に
謝
し
て
議
曾

ω要
求
を
光
す
べ
き
捷
一
典
を
命
じ
之
を
宵
行
せ
し
む
る

カ
は
な

v
o
そ
れ
に
此
の
協
議
曾
は
共
に
償
給
凶
問
題
ご
賃
金
の
問
題
ピ
を
決
定
す
る
地
位
に
在
る
も
の
だ
が
、

こ
の
雨
方
而

ω
矛
盾
せ
る
要
求
を
如
何
に
し
て
調
和
L
得
る
か
。

片
山
に
於

τhr第
三
の
附
慌
が
生
札

τ来
る
。
印
ち
そ
仇
は
債
格
£
貸
金
正
の
閲
係
ヤ
調
節
す
る
方
法
に
閲
し
て

生
れ
て
来
る
り
で
あ
る
o

案
に
J
れ
ば
此
の
前
者
の
決
定
を
錯
す
機
関
は
先
づ
消
費
者
協
議
曾
で
あ
る
が
、
石
炭

及
動
力
生
産
協
議
曾
も
之
吉
相
並
ん
で
業
務
質
際
的

J

経
鋒
上
同
様
に
煩
格
己
賃
金
ご
の
問
題
を
決
定
す
る
任
務
を

帯
び
て
居
品
。
古
れ
ば
若
し
賃
金
に
闘
し
て
雨
協
議
曾

ω意
見

ω
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
仲
裁
々
判
に
で
も
か

り
る
外
は
な
い
が
、
裁
判
正

τも
之
に
閥
し

τ決
定
的
な
裁
決
は
下
し
得
な
い
。
な
骨
な
れ
ば
た
ぜ
へ
国
拙
管
制

ω

下
に
於

τ賃
金
仁
闘
し
て
叫
労
働
者

ω械
業
雄

ω失
は
る
、
な
き
こ
ど
は
坑
夫
組
合
聯
合
曾
の
主
張
す
る
所
で
め
る

か
ら
o

そ
し

τ若
し
煩
絡
に
附
し
て
繭
者
の
意
見

ω
一
致
し
な

ν
場
合
に
は
、

号
の
決
定
は
商
務
院
総
裁

ω決
定

時

両市

英
岡
山
説
坑
闘
有
問
題

第
二
十
三
省

(
第
三
碑

七

) 

~g 

に
待
っ
か
、
又
は
そ
の
指
定
せ
る
裁
判
所
の
刊
定
に
待
つ
外
は
ゐ
る
ま
い
。
何
れ
に
し

τも
聯
合
曾
の
岡
持
案
は

此
等

ω駄
に
閥
L
て
も
失
敗
を
招
か

F
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

次
に
第
四

ω
反
謝
は
炭
坑
の
買
上
に
闘
し
て
表
は
れ
る
o

印
も
現
今
の
賞
放
に
於
て
茨
城
の
買
上
を
行
ふ
に
つ



時

E首智

英
岡
山
虻
坑
岡
有
問
魁

第
二
十
一
一
立
苦

体

観

k 

) 

四

い
て
は
何
札
の
恭
助
が
般
家
有
唱
で
、

何
れ
は
返
き
賂
京
市
臨
刷
業
の
止
む
な
註
に
至
る
か
の
見
定
め
を
つ
り
る
-
』
正

の、

A
1
は
甚

r困
難
な
る
事
怖
が
あ
る
。
従
て
買
上
の
結
巣
債
侃
な
き
zU
昨
抗
に
多
大
の
資
金
が
投
じ
ら
れ
て
、
百
位

金
の
濫
費
を
招
〈
恐
が
十
分
あ
る
。

E

突
は
石
裁
の
総
出
仁
闘
し
生
十
る
困
難
で
あ
っ
て
、
若
し
英
国
が
岡
俸
を
以
て
石
裁
を
採
掘
し
又
之
を
外
国
仁

輸
出
す
る
こ
正
に
な
れ
ば
他
国
ご
の
閉
じ
競
守
や
刺
害
の
衝
突
や
が
般
面
に
生
じ
て

諸
外
岡
は
、

曾
て
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
謝
っ
た
や
う
に
英
闘
を
商
責
人
の
岡
正
は
諦
叫
な

νrら
う
が
、

石
決
尚
人
の
圃
ピ
見
る
で
あ
ら
う
。

術
品
圃
替
案
に
つ
い
て
は
色
々
考
へ
ら
れ
る
こ
正
が
ゐ
る
が
、

其
一
は
岡
倍
に
な
っ
て
も
勢
働
争
議
は
決
し
て

止
ま
ぬ
に
ら
う
ご
い
ム
-
』
吉
之
で
ゐ
る
。

提
案
者
も
亦
勢
貨
の
決
定
に
つ
レ
て
は
現
在
行
は
れ
て
居
る
所
の
も
の

以
上
の
よ
ぜ
を
何
も
案
出
し
て
居
な
い
。
き
れ
ば
生
産
設
が
何
附
も
問
姐
仁
な
っ
て
そ
の
生
庫
費
中
に
在
っ

τは

勢
貨
が
怖
に
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
居
る
。

一
方
拙
労
働
者
の
圃
館
正
他
方
業
務
瞥
局
者

ω聯
合
己
の
問
に
和
解
的

協
議
以
行
は
れ
る
で
ゐ
ら
う
が
、

ぞ
れ
は
最
後
に
旦
ト
ラ
イ
キ
ピ
ロ
ッ
ク
ア
ク
l
E
の
控
へ
て
居
る
現
在
の
和
解

的
協
議
正
本
質
的
に
何
の
異
る
所
も
無
い
。

夫
に
案
は
労
働
者
中
の
多
〈
の
者
が
期
待
し
て
居
る
所
の
彼
の
採
掘
許
可
金
年
額
六
百
高
磁
の
始
末
に
つ
い
川

て
、
何
等
勢
働
者
ゆ
期
待
を
耐
足
せ
し
む
べ
き
要
求
を
怨
し
て
居
な
い
。
此
は
現
在
は
石
炭
の
合
成
さ
れ
た
る
土

地
の
所
有
者
が
牧
得
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
江
付
業
務
か
ら
取
ら
れ
て
居
る
の
ピ
が
、
勢
働
者
中
の
多
数



主
賞
金
は
押
付
い
て
来
る
も
の
芭
思
っ
て
居
る
o

然
る
に
王
命
委
員
曾
に
招
致
き
れ
た
護
人
の
信
守
る
所
で
は
、
石

は
闘
有
に
よ
b
比
の
金
額
の
支
掛
川
り
必
要
が
無
〈
な
れ
ば
‘
そ
れ

rけ
勢
働
者
の
境
遇
改
善
の
宛
に
用
ゐ
ら
る
吋

表
そ
の
も
の
に
謝

Lτ
支
梯
は
れ
る
此
金
は
婚
来
も
正
賞
に
支
梯
は
る
ぺ
き
で
闘
中
部
の
錫
め
に
そ
れ
に
け
は
業
務

が
負
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

t
述
べ
て
居
る
o

瓦
に
叉
勢
働
者
の
多
数
は
同
私
自
に
な
れ
ば
、

そ
の
賃
金
は
安
定

L
、
就
職
は
規
則
正

L
fな
っ

τ、
郵
便
事
務

の
従
事
者
の
や
う
な
場
池
に
入
b
得
る
も
の
ご
思
っ
て
居
る
が
、
闘
畿
の
提
案
は
之
ピ
雨
立
し
な
い
V
O

郵
便
事
務

の
費
用
は
直
伎
に
財
政
上
の
経
費
己

L
て
岡
山
武
か
ら
抑
は
れ
る
の

rが
、
石
炭
凶
傍
案
に
よ
れ
ば
そ
の
事
業
は
白

給
的
に
猫
立
曾
計
仁
よ
る
べ
き
も
の
ご
な
っ
て
居
る
o

古
れ
ば
者
し
業
務
が
都
合
よ
〈
行
け
ば
よ
い
が
、
快
惜
別
を

生
じ
る
や
う
な
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
。

E
に
か
〈
狗
立
曾
計
で
あ
る
限
b
、
勢
働
者
の
就
職
ピ
賃
金
E
は
、
業

務
の
栄
枯
盛
衰
に
依
頼
す
る
外
は
な
い
の
で
め
る
o

す
べ
て
斯
〈
の
如
〈
仔
細
に
翻
袋
す
れ
ば
、
坑
夫
聯
合
曾
の
提
出
せ
る
同
盟
百
案
は
、
賀
行
上
多

f
の一隊出明
E
悶

難
正
を
包
蔵

L
、
王
命
委
員
曾
ピ

L
て
は
、
之
を
容
れ
る
わ
り
に
は
行
か
凶
も
の
ご
し
た
次
第
で
あ
る
。

五

炭
破
私
有
制
是
非

掠

τ上
に
通
ぶ
る
所
は
、
石
炭
業
を
業
務
ご
し
て
其
の
私
畿
を
厳

L
岡
家
的
会
替
に
移
す
ア
し
さ
の
提
案
ご
之

四
ニ
三

時

論

英
岡
山
此
坑
固
有
問
題

第
二
十
三
位
骨

(
第
三
韓

士
一
ニ
)



回
二
四

に
謝
す
る
批
評
正
で
ゐ
る
が
、
前
に
一
本
し
た
や
う
に
災
坑
凶
有
の
問
題
に
は
、
こ
れ
以
外
に
向
ほ
磯
物
ご
し
て
の

時

論

英
司
炭
坑
岡
有
川
温

第
二
十
三
巻

(
第
三
雄

じ
同
)

石
炭
そ
の
も
の
、
所
有
を
闘
中
部

ω有
正
錯
し
、
之
が
採
掘
の
業
務
ご
そ
の
経
笹
ご
は
花

ω企
業
に
委
凶
る
所
が
ゐ

る
o

英
凶
に
て
は
此
ゆ
方
耐
の
問
題
は
か
の
採
掘
許
可
金
の
正
常
な
り
や
不
正
蛍
な
h
ゃ
、
叉
そ
の
蹄
脱
営
如
何

に
す
る
を
可
ご
す
る
や
り
問
題
正
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
郎
ち
か
の
問
。
百
円
民
自
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
。

問。百一
E
日
正
は
現
今
石
炭
の
採
掘
企
業
を
錯
す
者
が
炭
砿
そ

ωも
の
、
所
有
者
に
割

L
て
支
挑
ふ
金
銭
で
あ

っ
て
、
地
代
に
似
て
又
ゃ
、
異
る
も
の
で
あ
り
、
災
碗
そ
の
も
の
に
謝
し
て
支
繍
は
れ
る
採
揃
特
許
料
で
あ
る
。

ニ
の
問
。
ョ
-
々
の
性
質
ピ
起
原
正
に
就
い
て
は
、
王
命
委
員
曾
報
告
書
は
大
従
弐
の
如
〈
述
べ
て
居
る
。

づ
っ

t
古
い
時
代
に
在
つ

τは
‘
地
中
山
り
鱗
物
は
閥
王
の
も
の
で
ゐ
る
か
、
枇
曾
日
公
共
の
も
の
で
ゐ
る
か
、

F 

れ
ご
も
な
人
の
も
の
で
あ
る
か
は
甚
仁
明
瞭
で
な
か
っ
た
が
、
古
〈
は
概
し
て
闘
王
の
権
力
百
機
利
範
囲
E
は
康

汎
で
め
っ
て
、
然
か
も
凶
王
の
も
の
ご
い
ふ
は
、

や
が

τ枇
曾
公
共
の
も
の
ご
い
ふ
や
う
な
意
味
が
合
ま
れ
て
居

た
。
然
る
に
鎖
物
の
所
有
に
つ
い
て
そ
れ
が
図
王
に
局
す
る
か
私
人
的
布
で
あ
る
か
ご
い
ふ
問
閣
が
、
事
・
質
上
の

問
題
ご
な
っ
た
の
は
一
五
六
人
年
の
?
』
ご
で
あ
っ
て
、
裁
判
上
の
問
題
ご
な
っ
た
の
だ
が
、
其
時
の
判
決
は
所
謂

王
有
鱗
山
(
そ
引
い
は
金
銀
山
で
あ
っ
た
が
)
以
外
の
下
等
な
る
鎖
物
の
山
は
私
人
た
る
地
主
の
所
有
に
局
す
る
も
の

r
t
い
ふ
こ
正
で
あ
っ
た
c

そ
れ
以
来
錨
に
芭
か
石
阜
県

r
zか
ν
ふ
や
う
な
鎖
物
は
そ
の
包
蔵
吉
れ
た
る
土
地
の

所
有
者
の
有
に
属
す
る
こ
ご
が
明
確
に
せ
ら
れ
た
究
第
で
あ
る
。



そ

Lτ
所
説
ロ
!
ヤ
V

チ
!
な
る
も
の
は
採
掘
苫
れ
る
石
災
な
ら
石
災
の
一
一
噸
に
つ
き
幾
ら
ピ
い
ム
風
に
定
め

ら
れ
て
一
年
毎
に
又
は
そ
れ
よ
h
短
き
期
間
毎
に
採
抑
業
を
鋒
hu
者
か
ら
土
地
の
所
有
者
に
支
搬
ふ
り
で
ゐ
つ

τ、
そ
の
性
質
に
つ
い

τは
或
者
は
之
を
地
代
吉
岡
性
質
の
も
の
だ
ピ
見
て
居
る
。
併
L
地
代
以
土
地
の
使
用
に

謝
し
て
支
柚
酬
は
れ
る
の
だ
が
、
鎖
物

ω
ロ
1
ャ

Y
チ

1
1
は
鍋
物
そ

ωも
の
、
採
掘
さ
れ
た
る
分
量
に
謝
し
て
支

梯
は
れ
る

ωで
ゐ
っ
て
、

一
一
仰
の
代
倒
的
の
性
質
を
有

L
・
探
崎
営
者
は
う
ま
h
そ
れ
だ
け
の
代
償
で
地
主
か
ら
銑

物
を
買
取
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
o

然
ら
ば
英
国
に
於
て
現
在
ん
ξ
ど
れ
位
品
開
鏑
の
所
有
者
が
居
る
か
ご
い
へ
ば
、
共
数
凡
吾
四
千
で
あ
う
で
‘
倒

ロ
B
ヤ
山
4
T
B

人
も
ゐ
れ
ば
曾
刷
も
ゐ
る
。
そ
し
て
此
等
の
も
の
は
所
有
決
m
酬
の
採
掘
特
許
料
Z
し
て
凡
そ
六
百
高
磁
の
お
金
を

牧
得
す
る
。
此
の
炭
碗
の
採
掘
を
引
受
け
て
炭
坑

ω艇
俸
を
錯
す
者
は
凡
そ
千
四
百
五
十
の
企
業
者
で
あ
っ

τ、

助
等
は
園
内
に
渉
h
三
千
百
五
十

ω炭
坑
己

L
て
採
抑
制
を
行
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
普
通
に
裁
坑
所
有
者
宮
山
口
命
』

。5
5
2
ご
い
は
れ
る
の
は
こ
の
採
揃
業
者
ぞ
』

ιで
あ
る
が
、
そ
れ
は
貨
は
言
葉
が
趨
常
で
な
い
。
現
の
且
此
v

破

の
所
省
者
は
土
地
の
所
有
者
で
ゐ
・
9
、
所
説
炭
坑
所
有
者
は
こ
れ
や
一
採
掘
す
る
だ
け
の
業
を
借
り
者
に
過
ぎ
な

い
o
然
し
そ
の
採
掘
の
設
備
は
後
者

ω所
有
で
あ
る
。
古
れ
ば
一
方
は
裁
機
所
有
者

.

.

 

l
 

自
E
巾2円巳『占。耳口見巾
E
J芭Ehν
、
υ

他
方
は
災
坑
所
有
者
自
己
?
o司
吉
田
記
い
ふ
も
り
ご
見
れ
ば
、
阪
別
が
つ
い
て
よ
い
で
ゐ
ら
う
o

γ小

W
F
『

及

所
で
今
立
蹄
っ
て
新
か
る
炭
鱗
採
腕
特
許
料

ω支
抽
酬
は
れ
る
よ
ピ
の
正
賞
な
る
や
否
や
に
つ
い
て
見
る
仁
、
此

時

古市

真
岡
炭
坑
問
有
問
題

第
二
十
三
番

.;r; 

S車

k 
五

IJ.!l 

五
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時

諭

英
間
決
坑
岡
有
問
題

第
二
十
三
巻

(
第
三
掛

七
六
)

回
二
六

駄
に
閉
し
て
王
命
委
員
曾
が
調
査
し
た
所
で
は
、
坑
夫
組
合
聯
合
曾
の
人
々
も
そ
の
支
梯
は
れ
る
こ
正
の
正
賞
な

る
こ
正
は
之
を
認
め

τ居
る
。
従
つ

τ
n
1ヤ
庁
チ
!
な
る
も
の
は
依
然
存
綴
古
る
べ
き
も
の

r
zは
聯
令
曾
の

人
々
も
王
命
委
員
曾
の
人
h
7
b
信

C
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
併
し
そ
の
所
周
が
何
れ
に
在
る
べ
き
か
の
一
段
に
な
っ

て
来
れ
ば
、
坑
夫
組
合
聯
合
曾
の
人
々
は
副
よ
h
そ
れ
は
岡
家
に
蹄
嵐
す
べ
き
も
の
で
、
関
有
制
の
質
行
に
よ
h

現
在
の
炭
備
所
有
者
に
代
h
岡
家
が
英
の
地
位
仁
立
う
て
ロ
ー
ヤ
ル
チ

1
旦
の
枚
組
吋
を
掛
川
す
べ
き
も
の
己
見
て
居

る。

一
九
一
九
年
の
委
員
曾
に
於
て
も
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
委
員
聞
に
随
分
意
見
の
相
違
が
ゐ
っ
た
け
れ
H
t

色
、
石
炭
そ
の
他

ω地
中

ω鱗
物
が
幽
家
の
所
布
た
る
べ
き
ニ
己
に
つ
い
u

て
は
意
見
は
会
〈
一
致
し
た
の
で
あ

る
。
其
後
そ
の
委
員
中
に
は
多
少
意
見
を
擾
へ
た
者
も
あ
る
や
う
ど
が
、

一
九
二
五
年
の
委
員
曾
Z
し
て
は
、
地

中
内
鱗
物
が
土
地
の
所
有
者
の
私
有
に
属
す
さ
錯
す
現
在
の
制
度
は
到
庇
崎
市
古
都
に
存
続
せ
し
む
べ
き
も
の
に
あ

ι

予
言
見
1
居
る
。

委
員
曾
が
地
中

ω鉱
物
私
有
制
を
不
可
ご
す
る
理
由
ご
し
て
は
、
先
吋
第
一
に
地
中
に
包
柑
概
さ
れ
た
る
鉱
物
が

地
面
の
所
有
者
の
所
有
に
一
局
す
る
も
の
で
め
る
限
b
は
、
鉱
業
合
計
査
す
る
に
常
つ
て
は
.
そ
れ
は
い
つ
も
・
土
地

Report 7611'. 

表
面
の
境
界
や
表
面
の
椴
利
仁
ょ
っ

τ制
限
せ
ら
れ
束
縛
せ
ら
る
こ
正
、
な
る
o
然
L
元
来
地
面
の
境
界
は
全
然

之
に
関
係
あ
る
筈
の
も
の
で
は
な
〈
、
地
而
上
の
機
刺
も
亦
地
下
に
於
り
る
採
抑
作
業
仁
劃
し
て
は
僅
か
の
意
味

あ
る
閥
係
し
か
有
た
な
い
筈
で

b
る
。
此
事
は
世
界
中
主
な
る
石
炭
産
出
闘
に
於
て
併
に
明
確
に
認
め
ら
れ
た
る

S) 

Fラn



こ
芭
で
ゐ
っ
て
、
地
中
の
鋳
物
は
地
面
の
所
有
者
の
所
有
に
は
嵐
し
な
い
。
国
家
が
之
を
所
有
す
る
か
、
然
ら
F

れ
ば
そ
の
採
掘
に
劃
し
て
過
賞
正
思
は
る
、
保
件
の
下
に
特
許
を
奥
へ
る
権
利
を
有
す
る
も
の
ど
な
っ
て
居
る
。

然
る
に
英
闘
に
あ
っ
て
は
上
に
逃
ぺ
る
や
う
に
な
っ
て
居
る
も
の
だ
か
ら
、
英
図
石
炭
業
に
件
ふ
現
在
の
故
知

の
多
〈
の
も
の
は
、
炭
坑
業
が
地
面
の
権
利
に
逃
腿
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
事
貨
に
原
因
仁
て
居
る
ニ

E
に

な
っ
た
o

之
を
賞
放
に
つ
い
て
見
る
に
卒
均
的
に
一
採
決
業
は
五
つ
の
茨
磁
所
有
者
ょ
の
も
少
な
か
ら
Y
品
数
の

も
の
か
ら
探
誠

ω柏
崎
め
の
借
地
棋
を
得
な
り
れ
ば
な
ら
民
有
俄
で
あ
る
。
然
る
に
、
或
一
つ
の
坑
か
ら
採
掘
せ
ら

る
べ
き
裁
屠
の
面
積
は
、
そ
の
坑
か
ら
最
も
経
滅
的
に
採
掘
せ
ら
る
吋
き
面
積
E
一
致
す
る
正
は
限
ら
な
い
。
た

u
y

採
炭
業
者
が
借
地
植
を
得
た
る
面
積
だ
け
の
も
の
が
採
掘
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

そ
の
結
旧
端
正

L
f
L
生
じ
た
る

事
は
坑
道
の
延
長
が
仲
ぴ
て
無
駄
な
設
用
が
か
、
・
9
、
採
決
の
絡
め
に
往
復
に
無
駄
な
時
闘
を
要
す
る
こ
吉
之
で

あ
る
o

そ
し
て
現
放
に
於
て
は
方
々
に
新
た
に
採
掘
の
業
務

ω
閥
始
せ
ら
れ
る
際
何
等
之
が
配
置
字
趨
常
に
整
理

す
べ
き
道
が
な

νo
叉
山
氏
磯

ω所
有
者
が
採
抑
制
の
柏
崎
め
仁
借
地
を
希
望
す
る
企
業
家
か
ら
そ
り
申
込
を
受
り
た
る

際
之
を
拒
絶
し
、
縛
め
に
折
角
の
富
源
の
開
拓
の
行
は
れ
得
な
い
や
う
な
場
合
に
も
・
之
を
如
何
E
も
す
吋
き
道

が
な
い
o

そ
の
他
些
一
未
の
こ
Z
を
い
1

へ
ば
倫
は
多
〈

ω不
便
£
不
都
合
ご
が
這
聞
に
生
陸
F
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
o 

事
情
新
〈
の
加
(
な
る
が
故
に
王
命
委
員
曾
は
地
中
の
鉱
物
の
所
有
制
は
枇
曾
の
最
上
の
利
盆
ご
は
正
か
く
一

信長

j首

英
周
川
此
杭
周
有
問
題

第
二
十
三
巻

(
捨
三
貌

七
七
)

四

七

現在ては坑道量一唖!こilJU甚L舎は三哩も歩いて行かなければ坑夫は探姻白持

場に~IL られないやうた有様てある。 Tawney，jP_ 66 
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時

E骨

(第一一コ醜

英
岡
山
正
坑
闘
布
問
題

第
二
十
三
容

七
八
)

r-~l 

J、

数
し
得
与
い
も
り
で
ゐ
つ

τ、
若
し
今
か
ら
三
百
五
十
年
経
前
に
、
判
事
が
地
中
の
鎖
物
は
金
銀
以
外
は
す
べ
て

地
面
り
所
有
者
的
所
有
じ
廊
す
る
己
い
ふ
判
決
を

t
な
い
で
泣
い
w

て
呉
れ
た
な
ら
ば
・
そ
れ
は
大
槌
臥
曾
の
潟
め

仁
よ
か
っ
た
こ
ど
で
あ
っ
た
ら
う
。
郎
も
立
法
者
は
か
‘
、
る
判
決
を
差
挫
へ

τ石
炭
を
ば
困
家
山
所
有
に
間
四
悼
し

τ置
い
て
央
れ
た
な
ら
ば
、
大
師
盟
副
曾
の
矯
め
仁
な
っ
た
こ
ご
で
あ
ら
う
ご
考
へ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

4r
・次

に
委
員
曾
が
炭
肺
酬
の
花
有
制
を
否
正
す
る
第
二
の
理
由
は
、

か
〈
私
的
に
所
有
さ
れ
た
る
ロ

1
ヤ

W

ず

1
旦

の
制
度
に
依

τ喚
起
さ
れ
た
る
不
平
で
あ
る
。
即
も
特
に
坑
夫
の
問
に
は
彼
等
の
勢
働
の
成
果
た
る
物
に
封
L
て

賦
課
金
が
謀
せ
ら
れ
、
然
か
も
そ
れ
は
何
等
の
妙
働
も
し
な
り
れ
ば
企
業
艇
借
金
も
し
な
い
V

で、

たい
v
所
有
者
ど

い
ふ
地
位
に
け
か
ら
之
を
取
得
す
る
人
々
の
錦
め
に
課
せ
ら
れ
る
£

ν
ふ
の
は
不
都
合

πご
い
ふ
考
で
あ
っ
て
、

此
の
不
都
合
が
散
℃
せ
ら
れ
、
そ
の
改
底
が
行
は
れ
な
い
で
持
続
さ
る
、
限
b
は
、
某
所
に
こ
の
産
業
上
に
本
皆

の
平
和
は
鷲
ら
さ
れ
得
る
も
の
で
無
い

Z
考
へ
ら
れ
て
居
る
こ
ど
之
で
あ
る
o

.晶.，、

炭
碩
固
有
賀
行
策

上
に
越
べ
る
や
う
な
理
由
か
ら
し
て
、
王
命
委
員
曾
は
磁
石
正
し
て
の
石
炭
そ
の
も
の
に
劃
す
る
私
有
制
を
否

正
L
、
之
を
闘
有
に
移
す
べ

L
Z
錯
す
も
の
で
あ
る
が
、
現
仁
採
掘
せ
ら
れ
つ
、
ゐ
る
所
の
も
の
に
就
い
て
は
、

Repolt， P.-78 10) 



地
主
の
有
す
る
ロ

1
ヤ
U
F

チ
?
の
機
利
を
破
棄
す
る
わ
り
に
は
行
か
な
い
か
ら
、
之
に
謝
し
て
は
営
然
賠
償
の
悶

題
が
起
ら
古
る
を
得
な
い
。

然
る
に
現
に
ま
仁
布
泌
倒
絡
を
有
せ
.2
る
腕

ωも
ω
に
闘
し
て
は
問
題
は
簡
単
で
あ
っ
て
、
賠
償
の
問
題
な
ど

は
起
ら
な
い
。

そ
れ
は
戸
一
う
い
ふ
部
分
の
石
炭
で
あ
る
か
ど
い
へ
ば
、
先
づ
第
一
に
は
ま
だ
共
の
存
在
が
知
れ
て

居
な
い
で
地
中
に
埋
減
古
れ
た
る
ま
、
未
畿
見
の
も
の
を
奉
げ
な
り
れ
ば
な
ら
凶
。
英
闘
の
土
中
に
生

r
y一れ
r

り
石
炭
が
挫
も
れ

τ居
て
勝
家
何
時
何
所
で
大
き
な
族
同
閣
が
畿
見
せ
ら
れ
る
か
白
川
れ
な
い
V

り
れ
ど
も
、
ま
に
そ
れ

が
畿
先
手
れ
な
い
ま
で
は
、

党
ピ
へ
質
際
豊
富
な
石
裁
の
抑
制
城
主
れ
た
る
土
地
で
あ
っ
て
も
、
某
地
は
た
い
V

農
業

や
林
業
に
周
ゐ
ら
れ
、
そ
れ
に
依
て
偲
絡
を
有
す
る
だ
り
の
こ
正
で
あ
っ
て
、
石
炭
が
有
る
で
も
あ
ら
う
か
ど
い

ふ
む
り
の
寧
純
な
る
可
能
性
の
柏
崎
め
に
伺
格
を
布
つ
筈
は
な
い
o

却
も
手
の
場
合
石
山
永
ゐ
ム
ツ
ピ
も
そ
れ
は
何
等
現

貨
な
る
市
場
侭
絡
を
持
た
旧
制
か
ら
、
共
地
の
地
主
は
之
に
闘
し
て
一
文
の
利
害
を
戚
じ
な
い
。
古
れ
ば
今
岡
家
が

立
法
を
行
つ

τ、
今
牧
後
見

a
る
べ
き
鉱
物
は
す
べ
て
岡
家
の
有
に
屈
す
正
の
制
度
を
布
い
た
か
ら
ど
て
、
現
在

の
地
主
は
何
等
積
極
的
に
利
益
を
侵
害
さ
る
、
こ
ど
は
無
い
。
た
い
彼
は
勝
来
偶
然
に
所
有
地
か
ら
石
炭
が
後
見

ち
れ
で
も

L
た
な
ら
ば
、
大
い
に
儲
か
っ
た
で
も
あ
ら
う
ご
い
ふ
単
純
な
機
曾
を
有
す
る
に
け
で
、
立
法
に
よ
h

彼
の
犬
ふ
所
は
た
uv
此
の
機
曾

rり
で
あ
る
。
新
る
が
故
に
委
員
曾
正
し
て
は
惑
か
に
か
、
る
立
法
の
行
は
れ
ん

こ
ご
を
希
望

t
る
ご

L
た。

時

官官

英
間
決
抗
岡
有
間
同

第
二
十
三
巷

(
第
一
ニ
按

士
主
)

四

j， 



11年

ddz 

英
岡
山
恥
坑
剛
有
川
胡

第
二
十
三
巻

第

韓

入

O
)

四コ一

O

次
に
之
正
同
一
範
時
「
い
崩
す
べ
き
も
の
は
、
現
在
採
掘
さ
れ
つ
、
ゐ
る
炭
層
の
四
千
吠
以
下
じ
存
す
る
部
分
の

石
炭
で
あ
る
。
帥
も
阿
千
吠
以
下
に
あ
る
炭
層
は
現
在
の
技
術
で
は
採
掘
す
る
を
得
べ
か
ら
宇
従

τ無
償
低
の
も

の
ど
見
ら
れ
て
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
共
事
は
一
八
七
一
年
及
一
九

O
五
年
の
石
炭
供
給
に
閲
す
る
王
命
委
員
曾
が

之
を
認
め
、

一
九
一
入
年
仙
石
炭
資
源
保
存
委
員
曾
も
同
様
に
見
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
柑
附
来
技
術
が
畿
逮
す

れ
ば
、
斯
か
る
深
所
の
石
炭
で
も
採
刷
出
来
な
い
も
の
ご
は
限
ら
な
レ
。
現
在
採
掘
せ
ら
れ

τ居
る
印
刷

ωも
の
、

中
に
在
っ
て
も
放
厨
の
極
め
て
務
い
も
の
は
三
十
年
前
迄
は
採
掘
不
可
抽
出
の
も
の
ご
せ
ら
れ
て
庖
た
で
は
な
い
I

か
。
ト
ラ
ン
エ
グ
ァ

1
F
に
於

τは
阪
仁
深
所
採
制

ω試
験
が
行
は
れ
て
居
る
や
う
な
わ
け
で
、
曲
川
来
通
気
に
閥

す
る
技
術
的
進
歩
が
行
は
れ
る
に
於
て
は
か
、
る
深
尉
の
採
掘
も
第
働
者
に
危
険
ど
不
愉
快
己
を
輿
ふ
る
ニ
ど
な

(
し
て
賞
現
さ
れ
得
る
こ
正
に
な
る
が
も
知
れ
な
い
。
き
れ
ば
今
岡
家
が
新
立
法
を
行
ム
際
此
の
部
分
の
石
炭
を

凶
有

ω中
に
加
へ
る
こ
ご
を
怠
る
に
於
て
は
後
日
そ
れ
は
先
見
の
明
を
欠
い
に
正
の
識
を
見
れ
難
い
か
も
知
的
廿
な

い
の
で
あ
っ

τ、
委
員
曾

t
L
て
は
や
は
り
此
の
部
分
の
石
炭
も
総

τ固
有
吉
錯
す
こ
ご
の
賀
行
を
希
望
す
る
次

第
な

b
己

L
r
o

一
九

O
五
年
の
王
命
委
員
曾
の
測
定
に
よ
れ
ば
、

現
在
認
め
ら
れ
た
る
旅
田
仁
於
て
四
千
川
町
以
下
じ
存
す
る
石

鼎
此
の
分
量
は
約
五
、
一
一
一
一
一
九
、

0
0
0、
0
0
0噸
な
る
べ

L
Z
の
こ
ピ

ro

要
す
る
に
此
等
未
知
の
桃
山
側
己
採
目
院
の
晶
体
破
正
は
常
然
無
償
的
に
国
有
正
せ
ら
る
ぺ
き
に
が
、

そ
の
以
外

ω来



凶
J

パ
辺
も
致
へ
ら
れ
る
究
泌
で
委
員
曾
に
於
℃
も
、
同
h
T

孜
究
せ
ら
れ
た
の
だ
が
結
局
委
員
曾
は
採
拐
に
着
手
さ
れ

磁
に
つ
い

τは
、
委
員
曾
は
国
家
に
よ
る
買
上
主
説
明
り
行
は
る
べ
き
を
正
営
ご
見
た
。
之
に
闘
し
て
は
他
に
色
々

τ居
る

ω一
も
居
な
い

ωも
、
確
貨
に
認
め
ら
れ
た
る
炭
磁
は
之

'rR上
「
る
方
針
が
最
も
安
嘗

ω
も
の
ザ
い
ご
見

1e. 
o 

但
し
立
仁
公
徒
保
雄
り
必
要
上
注
意
す
べ
き
貼
が
斗
貼
ゐ
る
。

一
は
買
上
に
際
し
一
1
ゐ
b
ぜ
あ
ら
ゆ
る
茨
囚
は

怨
く
之
を
河
上
「
べ
し
ピ
柏
崎
す
べ
き
に
あ
ら
争
、
或
部
分
に
つ
い
て
は
、

之
を
除
外
市
る
道
の
誹
世
ら
れ
ね
ば
な

ら
必
こ
ご
EY一
で
ゐ
る
。
郎
も
現
在
採
掘
せ
ら
れ
つ
、
ゐ
る
炭
坑
中
じ
も
依
h
長
か
ら
古
る
中
仁
其
の
磁
師
仰
が
遊
ヨ

て
作
業
を
厳
来
L
な
け
れ
ば
な
ら

ωの
が
め
る
。
又
現
在
は
盛
に
山
て
脂
て
も
曲
川
京
市
は
山
裁
量

ω減
宇
る
こ
三
の

帥
叫
刀
な
の
色
あ
る
。

き
れ
ば
今
全
凶
内
的
炭
山
を
悉
〈
、
現
花
卑
げ
ら
れ
つ
、
ゐ
る
収
益
を
基
礎

Z
L
一1
汗
倒
L

て
什
み
一
枠
制
聞
紙
に
於
て
阿
川
上
「
る
に
於

τは
、
国
家
は
飛
ん
打
損
失
を
被
ち
枚
入
減
を
見
る
か
も
知
れ
な
い
。

3 

れ
ば
見
上
を
決
定
す
べ
き
機
闘
は
買
上
中
よ

h
除
外
す
べ
き
も
の
、
決
定
を
絡
!
得
べ
き
権
能
を
賦
典
主
る
、
噌
】

ご
を
要
す
る
o

交
に
詑
立
を
要
す
る
矧
は
.
同
貝
上
川
慣
凶
怖
の
ご
か
〈
高
き
に
過
仁
ぺ
き
滋
あ
る
が
放
に
之
を
避
〈
る
過
賞

ω考
慮

を
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
正
之
で
ゐ
る
。
各
炭
田
に
つ
い
て
脅
一
様
に
之
を
・

一
伎
の
原
則
に
従

τ其
の
評
債
を

錯
し
・
之
に
謄
じ
て
各
所
作
者
よ
り
買
上
を
賀
行
す
る
こ
芭
は
出
来
畑
町
べ
き
噂
』
さ
で
な
い
。
却
も
一
体
平
等
仁
過

i
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四

去
数
年
間
の
山
裁
量
を
見
、
文
期
間
に
於
け
る
地
主

ω所
得
額
を
平
均
し
之
を
何
歩
利
細
か
に
よ
っ
て
資
本
額
に

還
元
し
て
一
詳
倒
額
を
定
め
、

そ
れ
で
以
て
貿
上
を
行
ふ
ご
い
ふ
や
う
な
遺
分
を
す
る
に
は
、
茨
田
質
際
の
股
況
は

あ
ま
h
に
ま
ち
/
ー
で
あ
る
o

こ
れ
は
ど
う
し
て
も
租
税
の
基
礎
ご
な
る
評
価
恨
の
行
は
れ
る
場
合
の
や
う
に
、
各

財
産
を
側
別
に
そ
の
特
性
に
従
て
調
査
し
て
評
耐
閣
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
郎
も
炭
田
に
つ
い
て
は
そ
の
貯
炭
量
の

見
積
、
作
業
が
出
品
部
川
登
山
品
の
厨
に
向
っ
て
進
み
つ
、
あ
る
か
、
そ
れ
己
も
出
炭
減
少

ω屠
に
向
っ
て
進
み
つ
、
ぁ

る
か
、
北
(
他
桶
々

ωか
な
り
微
細
な
貼
ま
で
も
考
慮
し
て
、
各
荻
野
じ
っ
き
別
々
仁
確
買
に
評
舗
の
方
訟
を
建
つ

る
こ
ご
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
品
。

そ
こ
で
排
て
次
に
問
題
ピ
な
る
こ
芭
は
、
国
家
が
新
〈

ω如
〈
に
し

τ炭
礁
の
買
上
を
行
ム
に
し
て
、
之
が
財

政
計
査
を
如
何
に
す
べ
き
や
の
問
題
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
委
員
曾
は
内
国
枚
入
局
評
価
慣
謀
の
一
評
価
恨
主
任
官
の
援
助
を

ロ
ー
ヤ
山
W
4
5
5
E
λ

得
工
、
先
づ
大
髄
の
訓
債
を
す
る
よ
ご
に
し
た
の
そ
れ
に
よ
れ
ば
決
磁
採
掘
特
許
料
E
地
下
泌
行
特
許
料
ピ
の
現

在
総
循
は
年
額
六
百
高
磁
で
ゐ
る
υ

そ
こ
で
此
等
の
特
許
料
及
び
他
人
に
民
拠
も
さ
れ
宇
所
有
者
に
依

τ採
掘
も

古
れ
な
い
炭
蹴
正
附
随
の
諸
雌
利
正
に
謝

L
τ
賠
償
正
し

t
支
抑
以
る
べ
き
代
金
額
以
総
額
九
千
二
百
高
磁
吉
見

積
ら
れ
る
。
併
し
之
に
は
備
は
不
時

ω必
要
設
を
加
算
し
て
置
〈
を
可
ご
す
る
か
ら
、
結
局
総
計
一
億
碗
吉
見
る

が
通
賞
で
ゐ
ら
う
ど
の
こ
ご
で
あ
る
o

然
し
若
し
前
に
述
べ
た
や
う
に
痕
他
少
量
炭
田
の
買
吹
を
除
外
す
る
こ
己

仁
な
れ
ば
、
此
額
よ
b
多
少
は
少
レ
賞
際
額
で
済
む
こ
正
仁
な
る
。



此
の
静
岡
閣
に
奉
い
て
則
政
上
の
牧
支
を
考
へ

τみ
る
に
、
岡
有
が
質
行
手
る
れ
ば
、
絡
め
に
要
す
る
闘
偵
の
利

子
ご
減
偵
基
金
の
費
用
z
e
T
先
づ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
国
庫
は
現
在
鋪
物
擁
利
税
ご
し
て
取
っ
て

居
る
二
十
四
前
向
磁
を
失
よ
こ
ご
に
な
る
。
向
又
現
在
的
六
百
高
磁
ピ
比
古
代
'
り
に
地
主
の
牧
得
す
る
賠
償
国
債
利
子

百
の
差
額
(
後
者
は
理
論
上
前
者
よ
・
り
も
少
額
な
る
べ
き
笹
口
)
に
劃
す
る
た
け
は
所
得
税
ピ
超
過
税
枚
入
己
を
失

ふ
べ
き
で
あ
る
o
共
他
柿
々
考
厳
し
て
差
引
計
算

L
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
ゐ
る
が
、
そ
れ
等
を
加
減
し
て
み

れ
ば
結
局
一
侭
磁
を
支
出
し
て
町
民
上
を
行
ふ
に
よ
え
悶
庫
正

L
て
は
殆
ん
ド
と
股
支
相
償
ひ
、
同
一
J

ポ
漁
算
の
上
に

は
多
少
の
枚
入
場
が
生
じ
る
か
収
入
械
が
生
じ
る
か
、
何
れ
に

L
て
も
そ
れ
は
大
し
た
こ
ど
で
は
無
い
ど
ら
う
正

つ
ま
h
岡
一
家
は
新
た
に
財
的
負
践
を

L
な
い
下
、
決
磁
図
有
号
貨
行

L
得
る
わ
り

rω

思
は
れ
る
。

期
の
如
〈
に
し
て
閥
内
大
部
分
の
茨
凶
に
於
け
る
抜
帥
酬
は
国
家

ω
有
に
師

L
た・
9
ご
し
て
、

さ
て
そ
れ

1
h
生

す
る
利
似
は
ご
い
ふ
に
、

そ
れ
は
主
ご
し

τ府
来
採
掘
せ
ら
る
べ
き
石
炭
に
つ
い
て
表
は
れ
来
る
べ
き
で
あ
る
o

を
よ
で
A
1
山
氏
野
の
作
品
倒
m
M
山
叫
に
つ
い
て
同
地
る
に
、

そ
の
所
有
者
自
ら
之
を
採
掘

L
て
居
な
レ
も
の
は
、
採
術
者
に

貸
典
さ
れ
一
1
ゐ
る
次
第
で
、
現
在
産
出
古
る
、
石
裁
の
六
制
ま
で
は
、
山
抗
野
の
貸
附
期
限
が
一
九
五

O
年
以
後
で

な
け
れ
ば
謹
告
な
い
も
の
か
ら
採
掘
さ
れ
て
ゐ
h
、

一
割
七
分
は

一
九
四

O
年
正

一
九
五

O
年
正
の
聞
に
期
限

ω

到
来
す
る
も
の
か
ら
山

t
居
る
υ

然
る
に
今
川
刷
物
園
有
制
の
意
義
を
見
倣
し
ゃ
う
ご
す
る
な
ら
ば
、

法
律
に
よ
っ

て
一
定
時
期
を
剖

Lτ
致
時
限
り
か
、
る
貸
附
期
限
は
切
断
せ
ら
れ
叉
自
ら
採
掘
を
待

L
て
居
る
所
有
者
は
共
時

U~' 
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英
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布
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四
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l川

務
ニ

f
一二寄

限
ム
リ
之
を
柏
崎
し
得
5
る
こ
ご
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
か
、
る
所
世
を
採
る
は
、
業
務
を
撹
乱
す
る
こ

と
甚
し
き
次
第
な
れ
い
ば
、
委
員
食
Z
し
て
は
、
現
在
の
貸
借
期
限
は
特
川
怖
の
も
の
以
外
一
切
手
を
ふ
れ
な
い
こ
己

一u
J

、

l

l

 
たい
V

共
り
移
了
す
る
時
期
を
待
っ
て
、
完
全
な
る
管
理
を
箱
し
得
る
こ
正
に
し
た
い
ご
い
ふ
て
居
る
。
そ

し
て
現
在
貸
附
り
ら
れ
て
も
無
f
叉
所
山
句
者
自
ら
採
掘
し

τも
居
な
い
や
う
な
炭
田
慨
に
謝
し
て
は
、
そ
れ
こ
そ
凶

家
は
白
山
に
之
を
蕗
理
す
べ
き
地
位
に
在
る
ん
T
b
、
十
分
宿
放
な
る
計
査
の
下
に
其
の
採
加
な
り
管
理
な
・
り
を
れ

ふ
こ
己
が
山
来
る
。
委
員
住
ピ
し
て
は
此
の
方
而
じ
射
し
℃
統
一
ゐ
る
凶
山
本
的
管
理

ω
速
か
じ
行
は
る
、
に
至
ら

ん
司
』
ご
を
希
望
一
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
。

そ
こ
で
此
ゆ
凶
家
的
管
理

ω川
崎
め
に
、
先
づ
一
の
石
炭
委
員
曾
を
組
織
す
べ
き
で
あ
る
。
石
山
牌
委
員
は
岡
山
朱
に

依
て
民
放
せ
ら
れ
管
理
せ
ら
る
べ
き
所
り
も
り
に
開
削
す
る
取
扱
を
浪

L
、
国
有
財
産
£

Lτ
の
決
磁
の
所
有
己
管

理
吉
に
附
官
ゐ
-
切
の
占
』
ピ
を
司
る
o

然
し
・
肩
車
此
委
且
以
は
w
A
坑

ω総
帥
官
に
闘
す
る
事
項
に
つ
き
ー
は
、
戎
特
叫
怖
の

事
項
以
外
は
容
味
せ
さ
る
も
の
で
あ

h
、
又
峠
宵
仙
崎
市
議
に
闘
し

τも
直
接
闘
係
し
な
い
も
の
ど
す
る
。
石
炭
委
員

が
買
収
を
行
は
な
い
少
数
引
が
波
野
の
所
有
者
は
筏
日
リ

1
ャ
ケ
ァ
1
に
闘
す
る
目
挺
H

げ
を
活
さ
ん
己

1
る
場
合
に
は

先
づ
委
一
民
曾
に
再
減
資
企
請
求
す
る
か
』
要
す
る
。
そ

L
て
此
柿
の
少
数
な
る
例
外
を
除
げ
ば
、
般
家
は
晶
体
野

ω貸

R
I
-
-
Y
ル
チ
E

圭
は
惟
だ
一
人
t
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
岡
山
廷
で
あ
る
か
ら
、
岡
家
は
一
方
貸
付
料
の
定
的
方
北
(
他
に
つ
い
て

十
分
な
る
注
意
を
抑
ふ
ご
同
時
に
、
他
方
仁
は
一
般
消
費
者
の
利
害
を
顧
み
、
向
は
石
鼎
拠
採
川
棚
業
者
芭
労
働
者
ご



の
双
方
的
利
害
を
も
公
平
に
考
へ
て
符
重
す
る
こ
正
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
凶
。

新
た
に
炭
野
り
貸
付

ω行
は
れ
る
際
に
は
、
石
決
委
員
は
特
に
勢
働
者

ω住
宅
の
こ
正
、
、
坑
川
市
場
の
こ
ピ

に
閲
し
て
十
分
な
る
施
設
を
怨
す
ミ
ピ
を
、
北

(ω
任
務
ピ
ず
べ
き
で
あ
る
。
坑
凶
部
場
処
設
の
刊
岬
め
に
は
、
王
命

委
員
曾
は
現
在

ω
ロ
ー
ヤ
ル
チ

1
に
劃
し
て
も
五
分
の
負
協
を
箱
さ
し
め
ん
正
す
る
の
で
あ
っ
て
、
国
有
の
映
は

岡
山
部
が
之
を
支
出
す
る
の
に
が
、
然
し
岡
山
添
は
民
上
山
際
此
負
携
を
考
慮
し
て
そ
れ
を
差
引
い
て
民
k
f
司
、
き
に

か
ら
、

司
令
れ
が
凶
庫
凶

J

新
た
な
る
負
佑
ピ
は
な
ら
な
い
c

又
地
面
的
機
利
の
断
絶
に
綱
す
る
事
件

ω以
悦
に
閥
L

て
は
、
帥
単
に
[
て
迅
越
な
る
訴
訟
手
鎖
的
供
へ
ら
る
、
を
要
し
、
又
岡
家
か
ら
の
借
主
ご
し
T
悶
千
吠
以
下
の

石
炭
を
採
掘
す
る
者
に
は
地
而
の
使
則
其
他
に
闘
し
て
泊
嘗
な
る
範
囲
内
に
於
て
趨
蛍
な
る
緋
利
の
秘
め
ら
る
、

を
要
す
る
。

石
炭
委
員
の
任
務
の
一
己
し
て
委
員
は
円
前
じ
新
た
な
る
山
氏
野
を
後
児
す
る
に
謹
カ
す
イ
き
で
ゐ
る
。
又
現
に
王

有

ω荻
野
正
な
っ
て
居
る
も
の
は
、
石
炭
委
員
の
管
理
に
移
さ
る
べ
き
も
の
ご
す
る
o

そ
し
て
以
上
す
ぺ

τ石
炭

に
閲
し
て
考
へ
ら
れ
た
る
こ
己
は
、
石
恭
正
一
緒
じ
採
刺
せ
ら
れ
る
他

ω破
物
に
つ
い
て
も
削
除
に
取
扱
は
る
べ

き
も
の
ど
す
る
。

す
べ
て
斯
〈
の
如
き
見
地
ピ
理
由
ど
か
ら
し

τ
一
九
二
五
年
の
王
命
石
炭
調
査
委
員
曾
は
、
炭
坑
閤
引
問
題
に

日』

部
二
寸
三
谷

(第一一一枕

凹
三
一
h
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以上 Reportpp. 78-48に掠る12) 
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三
六

つ
い
て
は
、
労
働
者
側

ω提
案
に
か
、
る
岡
笹
案
は
、
賀
行
困
難
ご
し
て
之
を
斥
け
た
が
、

蹄
明
石
ご
し
て
石
炭
そ

の
も
の
、
所
有
は
之
を
国
家
的
有
に
移
す
を
正
仲
間
ピ
見
、

北
(
の
理
肉
を
朋
か
に
す
る
ご
同
時
に
、

之
が
賀
行
上
の

財
政
問
題
ピ
管
理

ω組
織
及
方
針
ご
を
示
す
こ
ご
に
し
た

ω
で
ゐ
品
。
問
題
は
阪
に
一
九
一
九
年
の
委
員
臼
に
依

っ
て
も
決
定
せ
ら
れ
た
所
で
、
石
哉
の
所
布
は
園
有
正
す
日
、
し
其
の
採
掘
の
業
務
は
私
的
経
俸
に
委
か
す
べ
し
己

す
る
も
の
で
あ
る
が
、

報
告
書
の
示
す
所
甚
に
依
迎
を
識
し

τ
居
る
か
ら
、
質
日
灯
策
己

L
て
は
ご
じ
か
〈
、

研
先
者
に
取
っ
て
は
、

よ
当
参
考
資
料
た
る
十
分
の
倒
備
を
有
す
る
。
委
員
曾
の
決
定
は
永
野
の
所
有
者
の
喜
ば

g
る
所
た
る
は
勿
論

ω
こ
正
、
労
働
者
側
も
不
徹
嵐
-
己
し
不
十
分
正
し
て
之
に
賛
同
す
る
簡
は
す
、
炭
坑
部
俊
者

は
労
働
時
間
、
賃
金
其
他

ω駄
に
於

τ委
員
曾
の
見
る
所
ピ
立
坊
を
一

h

し
せ
ず
、
終
に
本
年
五
月
の
大
館
業
騒
を

見
ゐ
に
歪
h
、
爾
来
品
川
ほ
紛
争
は
結
ぼ
れ
て
解
け
ざ
る
次
第
で
あ
る
が
、

ご
も
か
〈
委
員
曾
正
し
℃
は
最
善
を
識

L
て
、
委
託
さ
れ
た
る
任
務
に
け
は
川
県
し
た
も

ω
正
商
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
問
題
自
身

ω質
地
内
成
行
ざ
は
切

雌
L
て
、
五
日
々
は
報
告
書
に
於
て
多
〈
の
皐
ぶ
べ
き
も
の
を
見
出
し
得
る
次
第
で
あ
る
。

ョ，ー
ιョ
々


